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携帯電話と状況判断

新年度が始まってはや1カ月、お正月まであ

と7カ月あまり。時が過ぎるのは早いものです

ね。皆さんは毎日の時間の使い方、利用の仕方

はどうしていますか？今は、入学、入社の季節

で不安と期待が入り混じり、何かと落ち着かな

い時期かもしれませんが、心の具合はいかがで

しょうか？

新しい人たちとの出会い、そこで生まれる刺

激・衝突・和解・不満などの様々な思いは、こ

れからの自分にとってマイナスなことなどひと

つもない大切な季節です。

人との出会いは新しい自分と出会えるチャン

スが沢山あると私は勝手に思い込んでいます。

「迷ったら動け」知らない世界の不安を解消する

には、思いっきり飛び込み、その時自分はどう

動くのか？どう動けるのか？試してみるんで

す。失敗したっていいじゃない、取り返せばい

いんだから・・・。その場で不安を楠がりつつ

も楽しむことができれば、いいんじゃないかな。

不安が勝てば自分をうまく表現できないし、で

きなくっても次があるじゃない、元気出せ。次

が駄目でも、又次があるじゃない、2回日の失

敗以降はよく考えて動け、元気を出せ。こうや

って訓練していくんですよね。

できないのには理由がある。今一番できない

理由は「教えられていない」ってことかな？この

くらいはできるだろうと「思い込んで」しまうと、

先へは進まず成長はない。なぜできないのか？

理由を探り、聞く、心の余裕が指導者には必要

だ。そして親にも。当たり前のことが当たり前

顎

考もにできない。当たり前という概念や尺度がどこ

までなのか？違いすぎる。社会のルールでなく、

個人のルールで動く社会。自己を満足させるた

めだけの権利の主張は、何の意味も持たず、こ
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の権利だけを主

張する側は結局

自分では動けな

い。なぜなら不

安でいっぱいだ

から、だから群

れる、そして終
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始誰かに責任を押し付けながら、誰かに依存し

ながら生きている。自らの生きる基礎を築けず

じまい。探って築くことを教えられずに生きて

きた背景が見えてくる。

教わる時には、きちんと教わることが大切だ。

「学校は何もしてくれない」こんな発言を耳にし

ますが、このれも「依存」しているひとつ。学校

はという前に自分が子どもに何かしてあげれて

いるか。それは物を与えるたけのことではなく、

子どもの話を開けているか、十分に甘えさせて

あげているか、ご飯を一緒に食べているか、挨

拶はできているか、暮らしを共に楽しんでいる

かなどなど。してあげるばかりだけではなく、

子どもの人生と未来をサポートしてあげれてい

るか？誰かに依存せず、自分の意思で、そして

子どもの意見を尊重できているか？心に余裕が

できた時、親たちも自分自身に聞いてみる必要

がある。親が気付いて直せば、子どもは変わる。

親が変われば社会が変わる。子どもたちの未来

を描いたことはあるか？大人たちよ、気合いを

入れろ。

先日、子どもたちのお迎えを見かける場面が

あった。お母さんは携帯電話をかけっぱなし。

指導員の話しも、子どもの様子も聞かず。そり

ゃ、指導員も話せないわな、子どもを引き渡す

のに電話をされていれば・・・。

待っている間も携帯電話。子どもを引き取り

車に行くにも携帯寓話で通話中。何が‥・起

きている？

緊急露語の様子もなく、とりとめのない話の

表情に思えた。子どもを迎え入れること、不安

の中で過ごした時間から開放される親との再会

は携帯電話で壊される。壊されると思い込んで

いるのは私だけ？状況判断をできる大人を育て

たい、そう強く思えた瞬間でした。

連絡”間合先　℡（45）6222 

宝の山ふれあいの里ネイチャーセンター 
開館時間：午前9時から午後4時まで 
休館日：月曜日、祝日の翌日 
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